
 

西濃に広がる    

あったかい  

言葉かけ 

理科でちょうを育てていました。休み時間、わ

たしがその場にいないときに、わたしの幼虫のお

世話を友達がやってくれようとしたそうです。で

も、わたしが自分でお世話したいかもしれない

と、私の気持ちを聞きにわざわざ来てくれまし

た。やってくれるのもうれしいですが、自分でやり

たかったので、その前にわたしにやりたいか聞き

に来てくれた友達の気づかいがとてもうれしかっ

たです。わたしも、やってあげる前にその子の気

持ちを考えるようにしたいです。

 ぼくは、工作が好きで、生活単元学習の「わ

かくさ美術館」が楽しみです。作品が廊下に飾

られるとたくさんの交流の子たちが、「すごい

ね。」「どうやって作ったの?」と声をかけてくれま

す。もともと作ることは好きだけど、声をかけて

もらうと嬉しくなって、もっと見てもらいたい気持

ちになります。これからもどんどん作品を作りた
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 ２年生になって先生と話したとき、「絵を

描くのが上手だね」と先生が言ってくださ

いました。そんなことはないと私が言うと、

「上手なんだから自信をもっていいんだ

よ」と言ってくださいました。ただ趣味で描

いていただけのものが、先生のその一言

で私にとっての趣味は得意なことに変わ

りました。そんな先生の一言は、「私なん

て…」と思うたびに思い出して温かい気持

ちになります。 

 

バレーボール少年団で、キャプテンにな

り、初めて活動するようになった時、（間違え

たらどうしよう…）と自信がない様子に気づ

いたチームメイトに「初めてなんだから大丈

夫！間違えてもいいから自信もって！」と言

われました。その言葉を聞いてうれしかった

し、こんな私でもキャプテンとしてやれること

があるのだと思えるようになりました。この

言葉をきっかけに少しずつやることを指示で

きるようになり、キャプテンとして自信をもつ

ことができました。 

 

旗当番の時に、一つの班だけ遅れてゆっくり来る班が

ありました。不思議に思っていると、一人の男の子が前と

後ろにランドセルをかけ、一人の女の子をはさんで二人

の女の子が手をつないでいました。「ゆっくりいけばいい

からね。」とやさしく声をかけ、男の子はみんなを笑わせ

ていました。その女の子は１年生の子で、まだ体力がなく

て、遠くから長い坂を登ってくるのが大変だから助けてあ

げていることが分かりました。６人の小さな班でしたが、

全員いやな顔をせず、笑顔でニコニコしているのを見て、

やさしく見守ってくれているんだなと、私も気持ちがポカ

ポカしました。１年生の女の子も優しい上級生に見守ら

れて、安心して登校できることでしょう。ありがとう。 

                      （保護者より） 


